






要約:川崎病患児の口腔内より高率に検出される Sreptococcus sanguis KIH-T 株に蔗糖お

よび界面活性剤 KO を加え、産生された不溶性 Glucan（ISG)の免疫学的活性を検討した。

ISG をヒト単核球培養液に混合し、単核球よりの TNF-αおよび IL-6 産生能をみると、ISG50

㎎/1 では positiv econtrolの LPS と比較して高い産生能を示し、ISG が強い免疫学的活性

を有することが判明した。 


